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 太陽電池の進展に伴って導入が日本でも海外でも進んでおり、その性能を迅速・
低コストかつ正確に評価する技術へのニーズが高まっています。今回は太陽電池
の出力や変換効率などの性能を測定するための基本的な方法、装置と手順につい
て、最新のトピックスを含めて説明します。実際の測定の現場では、太陽電池の
様々な特性を考慮して選択することが必要な場合も多く、新型太陽電池の場合には
特に重要になります。最近では屋外で太陽電池の性能を正確に測定する技術の重
要性が注目を集めており、その技術についても紹介します。 
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 太陽電池の性能測定では大きく分けて，
入射光の照度・スペクトルなどの「光学的
測定」と，出力電流・電圧などの「電気的
測定」の２種類の要素技術が必要です。こ
れらの中で特に以下の点を中心にお話し
ます。 
・太陽電池性能評価の流れ，基本的技術，
国際動向，トレーサビリティ 
・電流電圧特性測定技術 
・性能評価用ソーラシミュレータ 
・分光感度測定技術 
・最新の新型太陽電池に適した測定条件 
・幅広い温度照度における太陽電池評価：
ＩＶ特性の温度補正，照度補正 
・屋外における新しい高精度測定技術 
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